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　平成19年第１回定例市議会は、３月８日から３月20日までの13日間の会期で開
催されました。今定例会では平成19年度各会計当初予算、条例の制定及び一部改正な
どについて、各所管の常任委員会へそれぞれ付託して審査を行いました。このほか、市
民の皆さんから提出された請願や人事案件の採否を議決しました。また、12日、13
日の２日間において一般質問（後頁Ｐ６～９）が行われました。

今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
の
要
旨
は
次
の

と
お
り
で
す
。

議
案
第
３
号

か
す
み
が
う
ら
市
総
合
計
画
基
本
構
想
に
つ

い
て　

可
決

▽
議
案
第
３
号
は
、
か
す
み
が
う
ら
市
総
合
計

画
基
本
構
想
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

承
認
第
１
号

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）　

承
認

▽
承
認
第
１
号
は
、
平
成
19
年
２
月
16
日
付
専

決
処
分
を
し
た
予
算
を
議
会
に
報
告
し
承
認

を
求
め
た
も
の
で
す
。

議
案
第
４
号

新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て　

可
決

議
案
第
５
号

湖
北
環
境
衛
生
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て  

可
決

▽
議
案
第
４
号
・
５
号
は
、
地
方
自
治
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
そ
れ
ぞ
れ
の
規
約
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。

議
案
第
６
号

石
岡
地
方
斎
場
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ

い
て　

可
決

▽
議
案
第
６
号
は
、
石
岡
地
方
斎
場
組
合
規
約

の
所
要
の
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
７
号

鹿
行
広
域
事
務
組
合
火
葬
場
事
業
の
事
務
委

託
に
関
す
る
規
約
の
変
更
に
つ
い
て　

可
決

▽
議
案
第
７
号
は
、
鹿
行
広
域
事
務
組
合
の
火

葬
場
事
業
の
事
務
委
託
に
関
す
る
規
約
を
変

更
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
８
号

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）　

可
決

▽ 

議
案
第
８
号
は
、
平
成
18
年
度
一
般
会

計
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

３
億
５
，
４
１
４
万
９
千
円
減
額
し
、
総
額

１
４
８
億
４
，
７
１
０
万
５
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

議
案
第
９
号

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）　 

可
決

▽ 

議
案
第
９
号
は
、
平
成
18
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

９
，
９
５
７
万
円
追
加
し
、
総
額
40
億
９
，

５
５
７
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
10
号

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）　

可
決

▽ 

議
案
第
10
号
は
、
平
成
18
年
度
老
人
保

健
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

１
億
９
９
１
万
６
千
円
追
加
し
、
総
額

34
億
２
，
３
９
１
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

議
案
第
11
号

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）　

可
決

▽
議
案
11
号
は
、
下
水
道
特
別
会
計
の
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
４
１
７
万
３
千
円
追
加

し
、
総
額
16
億
７
，
９
２
４
万
２
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

議
案
第
12
号

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）　

可
決

▽
議
案
第
12
号
は
、
介
護
保
険
特
別
会
計
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
億
６
４
万
円
追
加

し
、
総
額
21
億
９
，
１
０
８
万
７
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

議
案
第
13
号

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）　

可
決

▽
議
案
第
13
号
は
、
水
道
事
業
会
計
の
資
本
的

収
入
の
う
ち
企
業
債
及
び
一
般
会
計
出
資
金

９
，
７
５
０
万
円
を
減
額
、
資
本
的
支
出
の

う
ち
建
設
改
良
費
９
，
０
０
０
万
円
を
減
額

す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
14
号

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て　

可
決

▽
議
案
第
14
号
は
、
地
方
自
治
法
が
一
部
改
正

さ
れ
副
市
長
が
置
か
れ
る
こ
と
及
び
収
入
役

制
度
の
見
直
し
及
び
吏
員
制
度
の
廃
止
等
の

改
正
に
伴
い
、
関
係
条
例
を
整
備
す
る
も
の

で
あ
り
、
ま
た
監
査
委
員
の
定
数
を
３
人
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
15
号

か
す
み
が
う
ら
市
行
政
組
織
改
革
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て　

可
決

▽
議
案
第
15
号
は
、
行
政
組
織
の
一
部
見
直
し

を
行
う
こ
と
に
伴
い
、
関
係
条
例
を
一
括
し

て
整
備
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
16
号

か
す
み
が
う
ら
市
地
域
振
興
基
金
の
設
置
、

管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て　

可
決

▽
議
案
第
16
号
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例

に
関
す
る
法
律
第
11
条
の
２
第
１
項
第
３

号
の
規
定
に
基
づ
き
、
合
併
特
例
債
を
主

な
財
源
と
す
る
基
金
を
創
設
す
る
も
の
で

す
。

議
案
第
17
号

か
す
み
が
う
ら
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例

の
制
定
に
つ
い
て　

可
決

▽
議
案
第
17
号
は
、
昼
間
、
保
護
者
の
い
な
い
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家
庭
の
小
学
校
低
学
年
児
童
を
対
象
に
保
育

事
業
を
実
施
し
、
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
18
号

か
す
み
が
う
ら
市
職
員
互
助
会
条
例
の
制
定

に
つ
い
て　

可
決

▽
議
案
第
18
号
は
、
地
方
公
務
員
法
第
42
条
に

規
定
さ
れ
て
い
る
職
員
の
厚
生
制
度
に
対
し

て
、
職
員
互
助
会
を
設
置
し
、
実
施
す
る
こ

と
を
明
確
に
す
る
た
め
、
制
定
す
る
も
の
で

す
。

議
案
第
19
号

か
す
み
が
う
ら
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て　

可
決

▽
議
案
第
19
号
は
、
国
家
公
務
員
の
休
憩
時
間

及
び
休
息
時
間
に
つ
い
て
、
人
事
院
規
則
が

改
正
さ
れ
、
休
憩
時
間
が
１
時
間
と
な
り
、

休
息
時
間
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
国
に

準
じ
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
20
号

か
す
み
が
う
ら
市
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て　

可
決

▽
議
案
第
20
号
は
、
市
議
会
議
員
の
報
酬
額

が
、
合
併
時
の
事
務
事
業
調
整
に
お
い
て
、

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
決

定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
答
申
に
基
づ
き
、
報
酬
の
額
等
の
改
正
を

す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
21
号

か
す
み
が
う
ら
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て　

可
決

▽
議
案
第
21
号
は
、
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
旅
費
の
額
の
欄
の
改
正
及
び
新
た
に

費
用
弁
償
の
規
定
を
設
け
る
と
と
も
に
、
報

酬
の
規
定
に
お
い
て
、
月
の
途
中
で
就
任
し

た
場
合
の
報
酬
額
や
報
酬
の
支
払
方
法
に
つ

い
て
、
規
定
を
設
け
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

児
童
扶
養
手
当
障
害
認
定
医
設
置
規
則
が
制

定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
報
酬
を
改
定
す
る

も
の
で
す
。

議
案
第
22
号

か
す
み
が
う
ら
市
農
業
委
員
会
の
委
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て　

可
決

議
案
第
23
号

か
す
み
が
う
ら
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
及
び
勤
務
時
間
そ
の
他
勤
務
条
件
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て　

可
決

議
案
第
24
号

か
す
み
が
う
ら
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て　

可
決

▽ 
議
案
第
22
号
・
第
23
号
・
第
24
号
は
、
地

方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成

19
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
に
お
い
て
関
連
す
る

費
用
弁
償
等
に
つ
い
て
明
確
に
す
る
た
め
規

定
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
25
号

か
す
み
が
う
ら
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て　

可
決

▽
議
案
第
25
号
は
、
平
成
18
年
８
月
に
出
さ
れ

た
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
国
に
準
じ
て
管
理

職
手
当
等
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
26
号

か
す
み
が
う
ら
市
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て　

可
決

▽
議
案
第
26
号
は
、
職
員
の
外
国
旅
行
に
係
る

旅
費
の
う
ち
、
死
亡
手
当
の
額
に
つ
い
て
、

国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
の
規

定
に
準
じ
た
額
と
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
27
号

か
す
み
が
う
ら
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て　

可
決

▽
議
案
第
27
号
は
、
手
数
料
の
免
除
規
定
を
明

確
に
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
28
号

か
す
み
が
う
ら
市
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋

立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て　

可
決

▽
議
案
第
28
号
は
、
適
用
除
外
で
あ
っ
た
農
地

法
第
４
条
及
び
第
５
条
を
適
用
さ
せ
、
土
砂

等
に
よ
る
土
地
の
埋
め
立
て
等
に
対
す
る
周

辺
住
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
29
号

か
す
み
が
う
ら
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て　

可
決

▽
議
案
第
29
号
は
、
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
場

合
に
支
給
さ
れ
る
葬
祭
費
に
つ
い
て
、
医
療

制
度
改
革
関
連
法
の
整
備
に
よ
り
、
３
万
円

か
ら
５
万
円
に
額
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
30
号

か
す
み
が
う
ら
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て　

可
決

▽
議
案
第
30
号
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
旧
町
地
区
ご
と
に
不

均
一
課
税
を
適
用
し
て
い
た
国
民
健
康
保
険

税
率
の
市
内
一
元
化
を
図
る
た
め
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

議
案
第
31
号

か
す
み
が
う
ら
市
公
民
館
設
置
及
び
管
理
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て　
　

可
決

▽ 

議
案
第
31
号
は
、
常
陸
野
公
園
陶
芸
施
設

霞
ヶ
浦
公
民
館
の
あ
じ
さ
い
館
陶
芸
施
設
と

の
管
理
・
運
営
の
整
合
性
を
図
る
た
め
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
32
号

平
成
19
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般
会
計
予

算　

可
決

▽
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
４
９
億
３
，
６
０ 

０
万
円
で
前
年
度
対
比
０
・
７
％
の
増
で
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
市
税
収
入
が
11
・
２
％

増
加
し
た
も
の
の
、
地
方
交
付
税
及
び
臨
時

財
政
対
策
債
な
ど
が
圧
縮
さ
れ
、
一
般
財
源

の
総
額
で
は
、
２
・
４
％
減
額
し
て
お
り
ま

す
。
歳
出
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
を
抑
制
し

た
た
め
義
務
的
経
費
全
体
で
減
額
に
な
り
、

普
通
建
設
事
業
に
お
い
て
、
新
市
建
設
計
画

を
促
進
す
る
た
め
の
予
算
措
置
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

議
案
第
33
号

平
成
19
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算　

可
決

▽
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
42
億
９
，
７
６
８
万 

８
千
円
で
前
年
度
対
比
13
・
２
％
の
増
で
す
。

保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
に
３
億
８
，

９
７
１
万
７
千
円
を
計
上
し
ま
す
。
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事
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件

 

【
副
市
長
】

圓
城
寺　

和
則　
　
（
宍
倉
）

平
成
19
年
３
月
20
日　

同
意

 

【
監
査
委
員
】

鈴
木　
　

實　
　
　
（
土
浦
市
）

栗
山　

千
勝　
　
　
（
柏
崎
）

平
成
19
年
３
月
20
日　

同
意

平成19年度各会計当初予算

一般会計 １４９億３，６００万０千円
国民健康保険特別会計 ４２億９，７６８万８千円
老人保健特別会計 ３２億１，３０８万０千円
下水道特別会計 １０億１，２２６万２千円
農業集落排水事業特別会計 ３億５，７４５万９千円
介護保険特別会計 ２１億４，５８２万４千円
土地取得特別会計 １，９２９万６千円
水道事業会計　　　収益的 １１億 　７６４万７千円
　　　　　　　　　資本的 １億２，８２６万１千円

議
案
第
34
号

平
成
19
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
老
人
保
健
特

別
会
計
予
算　

可
決

▽
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
32
億
１
，
３
０
８
万
円

で
前
年
度
対
比
３
・
０
％
減
で
す
が
、
医
療

給
付
費
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

議
案
第
35
号

平
成
19
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算　

可
決

▽
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
10
億
１
，
２
２
６
万 

２
千
円
で
前
年
度
対
比
39
・
６
％
減
で
す
が

建
設
費
を
大
幅
に
減
額
し
、
計
画
の
策
定

見
直
し
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
36
号

平
成
19
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
予
算　

可
決

▽
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
５
，
７
４
５
万 

９
千
円
で
前
年
度
対
比
３
・
５
％
の
減
で
す

が
、
農
業
集
落
排
水
事
業
費
の
減
を
見
込
ん

で
お
り
ま
す
。

議
案
第
37
号

平
成
19
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算　

可
決

▽
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
21
億
４
，
５
８
２
万 

４
千
円
で
、
前
年
度
対
比
８
・
８
％
の
増
で

す
が
、
保
険
給
付
費
、
地
域
支
援
事
業
費
の

増
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

議
案
第
38
号

平
成
19
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
土
地
取
得
特

別
会
計
予
算　

可
決

▽
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
，
９
２
９
万
６
千
円

で
前
年
度
対
比
２
・
１
％
の
減
で
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
に
よ
り
、
市
債
の
償
還
金

を
返
済
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
39
号

平
成
19
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
水
道
事
業
会

計
予
算　

可
決

▽
水
道
事
業
事
務
の
予
定
量
、
収
益
的
収
入
及

び
支
出
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出
な
ど
の
事

業
量
を
定
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
40
号

茨
城
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部

改
正
に
つ
い
て　

可
決

▽
議
案
第
40
号
は
、
消
防
組
織
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
、
水
防
法
及
び
土
砂
災
害
警

戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の

推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
、
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
41
号

土
浦
石
岡
地
方
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
一
部
事

務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て　

可
決

議
案
第
42
号

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
規
約
の
変
更
に
つ

い
て　

可
決

▽
議
案
第
41
号
・
第
42
号
は
、
地
方
自
治
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
規
約
の
変
更
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

議
案
第
43
号

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て　

可
決

議
案
第
44
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て　

可
決

▽
議
案
第
43
号
・
第
44
号
は
、
下
佐
谷
地
内
の

道
路
の
路
線
変
更
に
伴
い
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
す
。

議
案
45
号

副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て　

同
意

議
案
第
46
号

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て　

同
意

議
案
第
47
号

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て　

同
意

▽
議
案
第
45
号
・
議
案
第
46
号
・
47
号
は
、
下

記
人
事
案
件
の
議
会
の
選
任
同
意
で
す
。

請
願
第
１
号

医
師
・
看
護
師
不
足
を
解
消
し
安
全
で
ゆ
き

と
ど
い
た
医
療
の
実
現
を
求
め
る
請
願　
　

採
択

請
願
第
２
号

平
成
19
年
第
１
回
定
例
会
で
の
議
員
報
酬
引

き
上
げ
の
条
例
改
正
案
に
反
対
の
請
願　
　

不
採
択

請
願
第
３
号

国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
中
止
を
求
め
る

請
願　

不
採
択

請
願
第
４
号

平
成
19
年
第
１
回
定
例
会
で
の
議
員
報
酬
引

き
上
げ
の
条
例
改
正
案
に
反
対
の
請
願　
　

不
採
択

請
願
第
５
号

議
員
報
酬
引
き
上
げ
の
条
例
改
正
案
に
反
対

す
る
請
願　

不
採
択

▽
請　

願

　

今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
請
願
５
件
は
、
関

係
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
慎
重
に
審
査

を
行
い
、
３
月
20
日
の
本
会
議
で
採
決
さ
れ

ま
し
た
。

発
議
第
１
号

か
す
み
が
う
ら
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て　

可
決

▽
発
議
第
１
号
は
、
水
道
事
務
所
が
産
業
建
設

委
員
会
の
所
管
に
な
る
こ
と
で
す
。

意
見
書
第
１
号

医
師
・
看
護
師
不
足
を
解
消
し
安
全
で
ゆ
き

と
ど
い
た
医
療
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書　

可
決

議
長
発
議

閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て　

決
定


